




目的および対象 

臨床的に原因が明らかでない時期に表記のような検査により臨床診断を下す場合の標準的

な手法を検討することを目的とした。 

対象として、'診断の確実な ataxia-telangiectasia Cockayne 症候群、色素性乾皮症、患

者由来の培養皮膚線維芽細胞、および、健康人の培養皮膚線維芽細胞を用い、同時に、臨

床的に原因不明の発育障害を示す精神遅滞児、その他の精神遅滞患者由来の細胞について

検討した。 


